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　喜多喜久さん。39歳。作家業を始めるに当たって、
喜多の名字にちなみ、縁起の良い名前として「喜久」
を選んだ。喜ぶが二つも入る名前はめったにない、
そんな喜多さんのルーツは徳島県。高校卒業後、東
京大学理科Ⅰ類に入学し、生まれ故郷の徳島から上
京した。
　東大では２年の後期に学部を選択するルールがあ
る。通常、理科Ⅰ類では、工学部や理学部に進む学

生が多いが、喜多さんが薬学部を選んだのは、化学
という学問を身近に感じたからだ。
　高校時代はどちらかといえば暗記科目という感覚
で化学に興味を感じなかったというが、「大学の授
業では結果に対して、なぜそうなるのかの理屈を教

えてくれるようになり、体系立てて学ぶことの価値
を感じることができた」と急に親しみが沸いた。学
部４年生へと進んでからは、薬創りに関連した研究
室に入り、修士課程を経て2003年には製薬企業に
入社し、研究者としての生活が始まった。

　アレルギー系薬物で大量合成法の確立、不安定な
中間体の不純物の合成と、研究者として創薬の様々

なプロセスを経験する生活に明け暮れた。人生の転

　化学を題材に扱った斬新なストーリーで活躍する
薬学出身の小説家がいる。製薬企業の研究者を経て、
昨年から専業作家に転身した喜多喜久（きた・よし
ひさ）さん。30歳を前に趣味で小説の執筆を始め、
「５年で応募作が受賞しなかったら小説を書くのを
辞める」と心に誓い、２作目の『ラブ・ケミストリー』
で宝島社から『このミステリーがすごい！』大賞・優
秀賞を受賞する栄誉を授かった。「化学にもっと親
しみを」という思いで生み出した作品群は、大学の
研究室を舞台に有機合成といった化学、薬にちなん
だ謎解きが作中に登場するなど、エンターテイメン
ト小説として面白くて分かりやすいと評判だ。化学
との出会いから製薬企業の研究者になった喜多さん
だが、いつしか薬を創るよりも、化学の楽しさを伝
える作家業にのめり込む。「小さくてもいいから、“１
日１アイデア”を創出すること」を日課にし、薬創り
で用いる化合物ライブラリーならぬ、自分だけのア
イデアのライブラリーを積み上げ、アイデア全体の
およそ１％の確率で、年３冊、合計26冊の小説を生
み出してきた。アイデアを出すことを楽しむアイデ
アマン、喜多さんの生き方を追った。
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研究者時代に創作活動開始
２作目で「このミス」大賞・優秀賞
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